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祝！成人

37名が大人の仲間入り

蝋
梅（
蝋
梅〈
ろ
う
ば
い
〉科
）

　

原
産
地
は
中
国
で
、高
さ
は
二
〜
四
ｍ
。開
花
時
期
は
十
二
月
十
五
下
旬
〜
翌
三
月
中
旬
で
す
。

　
「〝
蝋
細
工
〞の
よ
う
な
、梅
に
似
た
花
」か
ら「
蝋
梅
」の
名
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、ま
た
、臘
月（
ろ
う
げ
つ
：
陰
暦
の
十
二
月
）に
梅
に
似
た
花
を
咲
か
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、と
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。（「
臘
梅
」と
も
書
き
ま
す
。）

花
言
葉
：「
先
導
」「
先
見
」「
慈
愛
」「
優
し
い
心
」

　農協の米倉庫として利用されてきた「石倉」。
　改築を終えて、やがて２年が過ぎます。
　これからも交流の場として、皆さん是非ご利用下さい。
　ご利用を希望される方は、水上村役場企画観光課にお問い合わせ頂き、空き状況
を確認の上、利用申請書を提出下さい。（申請書は企画観光課に備え付けておりま
す。）※使用料など詳しいことは、下記までご連絡下さい。

お問い合わせ先：水上村役場　企画観光課（電話：０９６６－４４－０３１２）

石倉を利用しませんか。

山の幸館
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輝
け
未
来
を
担
う
若
者
た
ち

～
平
成
二
十
一
年
成
人
式
～

　

一
月
五
日
（
月
）
岩
野
公
民
館
に
お
い

て
、
平
成
二
十
一
年
水
上
村
成
人
式
が
行
わ

れ
、
三
十
七
名
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。

　

午
前
十
一
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
に
は
、
新

成
人
三
十
七
名
の
う
ち
三
十
四
名
が
出
席
。

成
尾
政
紀
村
長
の
「
ふ
る
さ
と
の
水
上
を
誇

り
に
持
ち
、
他
人
の
痛
み
が
わ
か
る
心
優
し

い
人
間
に
成
長
し
て
欲
し
い
。」
等
、
来
賓

の
方
々
の
挨
拶
の
後
、
代
表
者
に
よ
る
誓
い

の
言
葉
、
交
通
安
全
宣
言
、
意
見
発
表
が
あ

り
、
同
席
し
た
保
護
者
と
共
に
成
人
を
祝
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
水
上
中
学
校
に
お
い
て

記
念
植
樹
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
行
わ
れ
、
久

し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
恩
師
や
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
お
互
い
の
近
況
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

誓いの言葉を述べる　廣瀬  葵さん

平
成
二
十
一
年

　
水
上
村
新
成
人
名
簿

荒
嶽
　
智
洋

石
本
　
亮
太

江
口
　
竜
亮

川
原
　
拓
也

木
嶋
　
龍
一

蔵
座
　
康
文

田
浦
　
知
希

高
橋
　
宏
幸

田
島
　
淳
樹

恒
松
　
慎
也

恒
松
　
達
也

那
須
　
史
弥

濱
砂
　
宏
健

右
田
　
貴
也

本
山
　
　
亮

森
山
　
和
幸

愛
甲
真
珠
美

荒
嶽
木
綿
美

尾
前
　
理
沙

北
村
沙
耶
香

熊
　
　
美
晴

坂
下
ま
ゆ
み

高
橋
　
智
香

嶽
本
　
最
子

中
村
千
比
呂

那
須
　
鈴
佳

那
須
　
典
子

西
　
明
日
香

西
本
妃
可
吏

橋
本
　
　
和

山
口
　
宏
美

原
田
万
利
子

廣
瀬
　
　
葵

藤
本
　
　
薫

森
　
　
亜
裕

山
本
　
更
紗

渡
邊
香
緒
理

ホームルーム後の中学校玄関前で恩師と記念撮影

成人式前日の記念植樹
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一
月
七
日
（
水
）、
汗
の
原
親

水
公
園
駐
車
場
に
お
い
て
水
上
村

消
防
団
出
初
め
式
が
行
わ
れ
、
団

長
以
下
百
四
十
二
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

団
長
及
び
村
長
訓
辞
の
あ
と
、

各
種
表
彰
の
伝
達
、
消
火
協
力
者

へ
感
謝
状
の
授
与
等
が
あ
り
、
各

分
団
ご
と
の
通
常
点
検
、
分
列
行

進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

放
水
競
技
の
前
に
は
、
岩
野
・

湯
山
保
育
所
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
よ
る
規
律
訓
練
も
披
露
さ
れ
、

可
愛
い
団
員
達
の
き
び
き
び
と
し

た
動
き
に
、
保
護
者
や
団
員
か
ら

温
か
い
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し

た
。

　

放
水
競
技
に
は
、
自
動
車
ポ
ン

プ
の
部
二
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
十
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
水

を
浴
び
な
が

ら
、
標
的
め

が
け
て
放
水

し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果

を
競
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今

回
、
自
動
車

ポ
ン
プ
の
部

一
位
上
楠
班

（
第
一
分
団
）

と
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
一

位
里
坊
班（
第

一
分
団
）、
二

位
湯
山
覚
井

班
（
第
二
分
団
）
は
、
一
月
十
一

日
（
日
）
に
多
良
木
町
多
目
的
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
、

上
球
磨
消
防
団
連
合
会
放
水
競
技

大
会
に
水
上
代
表
と
し
て
出
場

し
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
上
楠

班
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
里
坊
班

が
み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

湯山保育所

岩野保育所

○
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

一
位
　
上
楠
班
（
第
一
分
団
）

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

一
位
　
里
坊
班
（
第
一
分
団
）

二
位
　
湯
山
覚
井
班
（
第
二
分
団
）

三
位
　
北
目
班
（
第
二
分
団
）

上
球
磨
消
防
団
連
合
会
放
水
競
技
大
会
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■
選
任
同
意

○
水
上
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　

湯
山
覚
井
の
荒
嶽
林
氏
（
七
三
）

と
江
代
平
谷
の
椎
葉
袈
義
氏

（
七
三
）
の
同
意
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

○
水
上
村
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

同
意
に
つ
い
て

　

岩
野
上
楠
の
永
石
一
光
氏

（
五
九
）
と
岩
野
里
坊
の
千
葉
弘

実
さ
ん
（
四
一
）
の
同
意
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

■
承
　
認

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
二
十
年
度
水
上
村
一
般
会

計
補
正
予
算
）

■
条
例
・
規
約

○
水
上
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

○
水
上
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

○
球
磨
郡
介
護
認
定
審
査
会
共
同
設

置
規
約
の
一
部
変
更

　
平
成
二
十
年
第
四
回
定
例
会
が
、十
二
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
二
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
に
は
、水
上
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
等

の
選
任
同
意
四
件
、予
算
の
専
決
処
分
事
項
報
告
承
認
一
件
、条
例
・

規
約
の
改
正
三
件
、平
成
二
十
年
度
各
会
計
補
正
予
算
六
件
な
ど
が

提
案
さ
れ
、慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、原
案
ど
お
り
可
決（
承
認
・
議

決
）さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、一
般
質
問
に
は
三
人
の
議
員
が
登
壇
し
、執
行
部
の
考
え
を

質
し
ま
し
た
。

■
予
　
算

○
平
成
二
十
年
度
水
上
村
一
般
会
計

補
正
予
算

○
平
成
二
十
年
度
水
上
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
年
度
水
上
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
年
度
水
上
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
年
度
水
上
村
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
年
度
水
上
村
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

■
報
　
告

○
事
務
費
調
査
特
別
委
員
会
報
告

■
決
　
議

○
不
適
切
な
事
務
処
理
に
関
し
、
村

民
に
対
す
る
村
政
の
信
頼
回
復
等

を
求
め
る
決
議

■
陳
情
書

○
「
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に

関
す
る
意
見
書
」
議
決
の
要
請

■
そ
の
他

○
第
２
回
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙

○
議
員
派
遣
の
件

○
継
続
審
査
申
出
書
（
議
会
運
営
委

員
会
）

■
一
般
質
問

◎
湯
山
幹
人
議
員

①
教
育
行
政
に
関
し
て

②
平
成
十
九
年
度
貸
借
対
照
表
に

つ
い
て

◎
立
尾
一
喜
議
員

　

①
集
客
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

②
球
磨
プ
レ
カ
ッ
ト
に
つ
い
て

◎
富
山
憲
治
議
員

①
安
全
・
安
心
の
村
づ
く
り
に
つ

い
て

②
議
会
答
弁
に
対
す
る
発
言
の
重

要
性
に
つ
い
て

第
四
回
水
上
村
議
会
定
例
会
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第56回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会
Ａチーム６位！！Ｂチームも14位と健闘！！

　１２月２１日（日）、錦町役場前をスタート・ゴールに第
５６回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会（８区間４９. ２５ｋ
ｍ）が開かれ、市町村代表の２２チームが出場しました。
　厳しい寒さの中、午前１０時の号砲で各市町村一斉にスター
ト。１区中学生区間の谷山選手が好位置でタスキリレーし、
２区の尾方選手が区間２位、３区の唐鎌選手が区間４位、６
区の湯谷選手が区間３位をはじめ全選手が力強い走りを見せ、
水上村Ａチームが６位、水上村Ｂチームが１４位と健闘しま
した。
　選手、関係者の皆さん、大変お疲れ様でした。また、寒い中、
沿道での温かいご声援ありがとうございました。主な成績は
次のとおりです。

順位・記録
チーム名

１区 中学生
　4,350ｍ

２区
　5,880ｍ

３区
　5,600ｍ

４区
　5,700ｍ

５区 女子
　2,300ｍ

６区
　7,570ｍ

７区
　9,100ｍ

８区
　8,750ｍ

① 2° 42′ 06
人 吉 市 Ａ

泉　　佑弥
714′45

❶久間　章弘
33′37118′52

❶平迫　昌紀
52′22218′45

❶横井　英司
1＂11′35319′13

❶橋本　麻由
1＂19′3447′59

❶松田　壮史
1＂44′33424′59

❶佐竹　一弘
2＂12′41128′08

❶平迫　幸紀
2＂42′06329′25

② 2° 44′ 35
あさぎり町Ａ

川野　　亮
314′21

�川野　雄太
36′25�22′04

❻木本　和寛
54′51118′26

❸上村聡一朗
1＂13′21118′30

❸岩田　久美
1＂21′3488′13

❷平山　寛史
1＂46′11224′37

❷上田　貴祐
2＂15′15329′04

❷恒松　太陽
2＂44′35129′20

③ 2° 46′ 48
錦 　 町 　 Ａ

福山　恭平
614′36

❹池田　　聡
34′23319′47

❺吉田　誠二
54′45�20′22

❻田崎　英一
1＂15′04720′19

❻山崎　麻由
1＂22′4617′42

❺羽田　優助
1＂48′01525′15

❸福田　哲哉
2＂17′28429′27

❸萩崎　　悟
2＂46′48129′20

④ 2° 48′ 43
あさぎり町Ｂ

大手　敬史
414′23

❸稲田　　淳
34′10319′47

❷大林　達明
53′16319′06

❷宮原　大享
1＂13′21620′05

❷谷口　令奈
1＂21′3178′10

❹藤原　義隆
1＂47′02725′31

❹岡田　拓也
2＂17′44630′42

❹柳本真之介
2＂48′43430′59

⑤ 2° 49′ 25
多 良 木 町 Ａ

椎葉　拓哉
�15′17

❻小場　拓哉
35′09819′52

❽作田　智宏
55′25920′16

❽上原　晃弘
1＂15′28520′03

❼岩浪　　幸
1＂23′1427′46

❽和泉誠史郎
1＂48′38625′24

❺野島　靖徳
2＂18′10529′32

❺古賀　和也
2＂49′25531′15

⑥2° 51′ 18
水 上 村 Ａ

谷山　俊之
�15′25

❼尾方　邑成
35′09219′44

❹唐鎌　航也
54′42419′33

❼白川　嵩人
1＂15′07820′25

❽谷山　理沙
1＂23′45�8′38

❼湯谷　政彦
1＂48′35324′50

❻藤原　寿弘
2＂19′53731′18

❻早田　克也
2＂51′18731′25

⑭3° 06′ 30
水 上 村 Ｂ

入江　達也
�15′53

�入江　拓実
37′45�21′52

�中嶋　耕輔
59′39�21′54

�本山　　輝
1＂20′37�20′58

�尾方　円香
1＂29′15�8′38

�椎葉　直樹
1＂58′30�29′15

�岡本　孝雄
2＂32′53�34′23

�唐鎌　洋平
3＂06′30�33′37

第 56 回　球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会　総合成績表
( 競技者名の前の●数字は通算順位、競技者名の下の数字は通算記録、□数字は区間順位、区間記録の順に記載 )

８区　Ｂチーム　唐鎌選手２区　Ａチーム　尾方選手８区　Ａチーム　早田選手
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弓道教室のご案内
　弓道を始めてみませんか。どなたでも
けっこうですので、どしどしお申込み下
さい。

●開催日　週１回（昼間）
　　　　　　毎週水曜日 13：00 〜 15：00
　　　　　週２回（夜間）
　　　　　　毎週月・金曜日 19：00 〜 21：00

●活動場所　湯山「田山弓道場」

●活動内容　初心者の方も大歓迎です。心を落
ち着かせ、弓を引いてみましょう。
心身の鍛練にもなります。

●指導者　松永重宣  教士七段
　　　　　田山サダ  錬士五段

●受講料　1,000 円

●連絡先　岩野公民館（教育課）
　　　　　℡ 44-0333

　岩野公民館図書だより　岩野公民館図書だより
新刊の案内
（１月分）

書名 著者名

魔術師ニコロ・マキャベリ　
アルケミストⅡ

マイケル・スコット

決断力。 東国原　英夫

愛　直江兼続９９の謎 吉田　浩

壺霊　〈上〉 内田　康夫

壺霊　〈下〉 内田　康夫

前略、がんばっているみんなへ 北島　康介　著

収容所に生まれた僕は愛を
知らない 申　東赫

ズッコケ中年三人組age43 那須　正幹

選良たちの宴から住民の自治へ 澤田　一郎/著

こんぺいとう　㊤ 美嘉

こんぺいとう　㊦ 美嘉

水
上
村
教
育
委
員
長
　
永
石
　
一
光

　

昨
年
十
二
月
に
再
任
を
い
た
だ
き
、
再
び
教

育
委
員
の
任
に
当
た
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
長
い
間
教
育
委
員
の
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
村
の
将
来
を
担

う
教
育
に
関
し
ま
し
て
、
は
た
し
て
ど
れ
だ
け

お
役
に
た
て
た
の
か
不
安
で
一
杯
で
す
が
、
村

民
の
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
村
の
学
校
教
育
、
社
会
教

育
の
発
展
の
為
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

水
上
村
教
育
委
員
　
千
葉
　
弘
実

　

こ
の
度
教
育
委
員
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
水
上
村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
む
教
育
や
村
の
社
会
教
育
に
携
わ
る
機
会

を
頂
け
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
反

面
、
責
任
の
重
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
私
自
身

ま
だ
ま
だ
勉
強
中
の
身
で
も
あ
り
ま
す
。
大

き
な
力
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
校
に
勤
め
て
い
た
経
験
を

生
か
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
や
皆
さ
ん
の
た
め
に
役
に
立
て
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

水
上
村
教
育
委
員
会
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
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ファミリ
ーでも、

お一人で
も、

お友達ど
うしでも

お気軽に
ご参加く

ださい！
！

大会要項
■開催日　３月28日（土）　午前９時開会式（雨天決行）
■会　場　市房ダム湖　湯山運動公園（熊本県球磨郡水上村湯山）
■参加申込締切　２月27日（金）（当日消印有効）

■種　目

※ 学年は平成 20 年度、年齢は大会当日の年齢を基準とします。
■大 会 日 程　 ８：00 〜　受付（９：00 終了）　
　　　　　　　　 ９：00 〜　開会式　　　　
　　　　　　　　10：00 〜　わくわくコース（５㎞）スタート
　　　　　　　　10：40 〜　どきどきコース（ダム一周：13.4 ㎞）スタート
　　　　　　　　10：45 〜　うきうきコース（３㎞）スタート
　　　　　　　　12：10 〜　閉会式　※閉会式終了後におたのしみ抽選会
■参　加　料　中学生以下　1,000円（幼児及び村内の児童・生徒は 700 円）
　　　　　　　　高校生　1,500円　一般　3,000円
　　　　　　　　※但し、保険料・食事代含む。
■参 加 資 格　楽しく走れる方ならどなたでも参加できます。
■表　　　彰　①各種目３位までの入賞者に賞状及び賞品。完走者全員に完走賞があります。
　　　　　　　　②参加者全員に参加賞（Ｔシャツ予定）
　　　　　　　　③その他、特別賞を多数用意しています。
■参加申込方法　●所定の申込書兼払込取扱票にて申込料を振込んで下さい。（郵便局）
　　　　　　　　●振込後の申込料は返還しません。
　　　　　　　　●申込後に参加受付票を大会事務局より返送しますので、当日会場受付にご持参下さい。

●メールで申込みの場合は、事務局より申込書兼払込取扱票を郵送しますので、住所、郵
便番号、氏名、生年月日、電話番号及び出場種目をお知らせ下さい。

　kyouiku@mizukami-mura.com
●学校等の団体による申込みも可能です。

■申込み及び問い合わせ先
　　　　　　　　日本一の桜の里健康マラソン大会事務局
　　　　　　　　〒 868-0701　熊本県球磨郡水上村大字岩野 2678　岩野公民館 内
　　　　　　　　TEL 0966-44-0333　FAX 0966-44-0329

どきどきコース
【ダム一周 (13.4km)】

①高校生〜 39 歳以下男子
② 40 歳以上男子
③一般女子（高校生含む）
※10km を１時 30 分以内

で走れる方。

わくわくコース【５km】

④中学女子・高校女子
⑤中学男子
⑥ 18 歳〜 39 歳以下男子
　（高校生除く）
⑦ 40 歳以上男子
⑧一般女子
　（高校生除く）

うきうきコース【３km】

⑨年齢制限はありません

ファミリー大歓迎！

日本一の桜の里

健康マラソン大会
　　参加者大募集！

ゲストランナー
スザンヌさんの妹の
マーガリンさん



　市房ダム湖には、枯木が洪水とともに流れ込んできます。流れ込んできた流木は、ダム放流設備の故障の原因と
なるほか貯水池の景観の悪化を招くため、貯水池から引き上げ、集積し天日乾燥した後、リサイクル施設に運搬し
チップ化を行うなど再生資源として活用していました。
　これらの流木を、薪や炭、ガーデニング、オブジェ、小物の素材として利活用できることから、希望する方には
無料で提供することとしました。
　ご希望の方は下記によりお申し込み下さい。

提供期間 3 月末から 11 月中旬まで
搬出日は , 希望者の自由とします。

提供条件
１．第 3 者への販売又は譲渡をしないで下さい。
２．引き渡しは集積場所に限定します。江代地区（田迎発電所下流右岸）、湯山地区（湯山運動広場）の

２箇所　※不明の場合は、下記にご連絡下さい。

ご利用の皆様

１．積込と運搬は利用者の方ご自身でお願いします。
２．後から来る人の利用や危険防止のため、集積してある流木を散乱させないようにして下さい。
３．流木の長さ、太さなどは揃っておりません。
４．流木の選定、積込の際は、安全に十分注意して下さい。事故やけがは利用者の責任となります。
５．利用者 1 人あたりの提供量の目安は、軽トラック 1 台分を限度として考えて下さい。引き渡しを受け

たあと、山や川に捨てると「不法投棄」となりますので注意して下さい。
６．流木の集積場所は、市房ダム管理所職員が週２回程巡回し、状況の確認を行います。

申込方法
搬出希望日の前日まで電話でお申し込み下さい。（平日 9：00 ～ 17：00）
市房ダム管理所　管理課　
TEL：0966-44-0304　FAX：0966-44-0659

8

☆　農閑期に土づくり
堆肥とは！

落ち葉を積み込んで腐らせたものを腐葉土、落ち葉や稲わら、刈り草等に肥料を加
えて腐らせたものを堆肥といいます。堆肥は土つくりに不可欠でミネラル類なども
含まれています 
用意するもの

１．９０ｃｍ×９０ｃｍの木を４枚、５ｃｍ×９０ｃｍの角材４本で堆肥積み込
み用木枠をつくります。 

２．落ち葉（１１月頃から集めます）、イネワラ（１０～２０ｃｍに切っておく）、刈り草、野菜くず（サ
ツマイモの茎、トウモロコシの茎等） は集められるだけ集めます。落ち葉はできるだけ水分を含むよう
に雨ざらしにしておきます。

３．乾燥鶏糞１５ｋｇ、米ぬか１５ｋｇ、油粕５ｋｇ、発酵剤（市販のコーランを使用します）２ｋｇ、水。
（コーラン：好気性有機物発酵腐熟促進剤で生菌でないため、長期間保存可能です）

４．１０リットルバケツ、ジョウロ、ビニールシート 2 枚（堆肥の覆いと堆肥を地上にひろげ上半分と下
半分とに分けて外にだし切り返しを行う時に使用します。）

作り方
１．トウモロコシの茎があれば積み込み用木枠の一番下に敷き、次に落ち葉、イネ
ワラ、刈り草、野菜くずをいれ上から水をかけてよく踏み込み、２０ｃｍ程度の厚
さに積み込みます。 
２．次に乾燥鶏糞の４分の１を振りかけ、ジョウロで水をかけ鶏糞に水を含ませま
す。続いて米ぬか、油粕、コーランの４分の１をバケツに入れ水を入れてよくかき
混ぜたものを、上から振りかけます。 
※　これを交互に繰り返す。

積み込み後の管理は、３～４日したら発酵して温かくなってきます。１週間後 1 回目の切り返し（上下、左右を混ぜて水分を調
節することによって発酵を促進させる）を行います。
２回目以降の切り返しは、２週間おきに切り返し作業を４回行い２ヶ月後に完成です。切り返しの時に水分が少ない（乾燥して
いる）時は水をかけて水分調整し、又温度が上がらない時はコーラン（発酵材）
を追加します。
なお切り返しを繰り返すうちに発酵が進むと温度も上がらなくなってきます。
家庭でも入れ物に発泡スチロール、市販の腐葉土、米ぬか、油かすなどを使って
簡単な堆肥をつくることができます。どうぞお試しください。

シリーズシリーズ

窓からみ
る
農
業5151

農地に関するご相談は、農業委員会へ！
水上村農業委員会
　Tel　０９６６−４４−０３１４
　Fax　０９６６−４４−０６６２
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平成20年分申告（住民税・国民健康保険税）の実施について
　平成 20 年分の所得税とともに、住民税・国民健康保険税の申告を下記日程にて実施いたしますので、各
地区の相談日にご来場いただきますようお願いいたします。
　なお、「申告が免除される人」以外で、申告にこられなかった方は、所得証明等の発行が出来ない場合も
ありますので、ご注意下さい。
◎申告が免除される人

①税務署に確定申告書を提出された人（電子申告も含む）
②前年中の所得が給与所得だけの人（会社等で年末調整をされた方のみ）
③前年中の所得が公的年金等に係る所得のみの人
　（注１）65 歳未満の方は、年金の総収入額が 98 万円以下の人
　（注２）65 歳以上の方は、年金の総収入額が 148 万円以下の人
※ ②と③に該当する人については、支払者（勤務先）から水上村に給与支払報告書や公的年金等支払

報告書が提出されていることが条件です。

◎申告をしなければならない人
●営業、農業及びその他の事業を営んでいた方や、大工、左官、外交、集金など給与所得者でない人
●利子、配当及び地代、家賃などの不動産所得があった人
●土地（山林、宅地など）や建物等を売った人
●給与所得者で、給与以外に農業や年金、不動産、営業などによる所得があった人
●給与所得者で、所得控除（医療費控除や住宅借入金等控除）を受ける人
●給与所得者で、前年に中途退職し、その後就職されていない人
●複数の事業者から給与の支払いを受けた方で、年末調整されていない人

◎申告に必要なもの
●印鑑（通帳届出印と同じもの）
●給与、年金、配当所得がある方は
「源泉徴収票」

●事業所得（農業・営業・不動産）
がある人は「収支内訳書」や「領
収書」等

●税金の還付を受ける人は本人名義
の「預金通帳」

●生命保険料控除、損害保険料控除
のある人は「支払保険料の控除証
明書」

●社会保険料の支払いがある人は
「領収書」または「支払証明書」

●医療費控除を受ける人は「支払っ
た医療費の領収書」

●住宅借入金等控除を受ける人は
「住宅取得資金に係る借入金の年
末残高証明書」

●譲渡所得があった人は、「売買契
約書」や取得費等がわかる書類等 ◎予備日：３／９〜１６（役場での納税相談となります。）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※土・日は除く。

※ 申告で出先に回っているときには、役場での申告は受けらけられませんのでご注意下さい。
※ 各地区の納税相談日にご来場いただきますようお願いします。
※ 国民健康保険税加入世帯の方で、１年間の納税証明書が必要な方は、住民福祉課（44-0313）または、税

務課（44-0316）までご連絡ください。

納 税 相 談 日 程
月 日 曜 時　間 場　　所 電　話 地　区　名
2/16 月 ９：００～１５：００ 岩野公民館中研修室 44-0333 幸野・戸屋野
2/17 火 〃 〃 〃 高瀬
2/18 水 〃 〃 〃 岩野覚井
2/19 木 〃 〃 〃 上楠
2/20 金 〃 〃 〃 宮田
2/23 月 〃 〃 〃 里坊
2/24 火 〃 〃 〃 川内
2/25 水 〃 湯山小地域交流センター 46-0100 馬場
2/26 木 〃 〃 〃 北目
2/27 金 〃 〃 〃 湯山覚井
3/2 月 〃 〃 〃 神揚
3/3 火 〃 〃 〃 高澄・舟石
3/4 水 〃 〃 〃 本野

3/5 木 〃 江代集会施設 46-1352
古川・古屋敷下・
古屋敷上

3/6 金 〃 〃 〃
平谷・千ヶ平・
川口

問い合わせ先：水上村役場税務課　TEL44-0316（直通）　FAX44-0662
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住所異動や戸籍の届出、各種証明の申請時に
本人確認を行っています。

平成２０年５月１日から戸籍の届出、住民異動の届出、戸籍や住民票の各種証明の申請時等、窓口で
の「本人確認」が法律で義務付けられました。

　本人の知らないうちに届出がされるのを防ぐため、婚姻などの戸籍の届出や、住民異動の届
出の際には、窓口に来る人の本人確認を行います。
　戸籍や住民票関係の各種証明の交付申請をされるときは、運転免許証などの官公署が発行し
た顔写真付きの本人確認書類を忘れずにお持ちください。
　ご理解とご協力をお願いします。

本人確認を行う届出・申請 確認方法

・婚姻、協議離婚、養子縁組、協議離縁、認知
・住民異動届（転入、転出、転居、世帯変更）
・戸籍謄抄本など戸籍関係の諸証明の申請
・住民票の写しなど住民票関係の諸証明の申請

窓口にお越しの際は、運転免許証、住基カード、パスポー
トなど、官公署が発行した顔写真付きのご本人を確認
できるものをお持ちください。
顔写真付きのものをお持ちでない方は、健康保険証、
年金手帳、年金証書、介護保険証など、官公署が発行
した書類で氏名、生年月日等が確認できるものを２点
以上お持ちください。

○お問い合せ先　住民福祉課４４－０３１３（直通）

国
民
年
金
か
ら
の
大
切
な
お
知
ら
せ

（
国
民
年
金
保
険
料
の
強
制
徴
収
に
つ
い
て
）

　

日
本
に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
事
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
加
入
者
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
配
偶
者
や
世
帯

主
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
た
場
合
で
、
十
分
な
負
担
能
力
が
あ
り

な
が
ら
、
再
三
の
納
付
督
励
応
じ
ず
、
長
期

間
に
わ
た
り
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
け

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
方
と
の
公
平
性
確
保
の
た
め
、
強
制
徴

収
（
財
産
の
差
押
え
）
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
国
民
年
金
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

う
え
、
国
民
年
金
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
必

ず
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

○
八
代
社
会
保
険
事
務
所

〇
九
六
五
ー
三
五
ー
六
一
二
三

○
水
上
村
役
場
　
住
民
福
祉
課

四
四
ー
〇
三
一
三

長
寿
医
療（
後
期
高
齢
者
医
療
）保
険
料
・
国
民
健
康

保
険
税
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

　
ー
来
年
度
か
ら
、「
年
金
の
お
支
払
い
」と

「
口
座
振
替
」の
選
択
制
と
な
り
ま
す
ー

　

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

保
険
料
や
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
き

ま
し
て
、
現
在
、
年
金
か
ら
の
お
支

払
い
さ
れ
て
い
る
方
で
、
今
後
の
支

払
方
法
を
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い

を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民
福
祉

課
（
電
話
四
四
ー
〇
三
一
三
）
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。



11

球磨地域振興局からのお知らせ
国道 388号道路改良 (佐本橋改築 )工事について

　国道３８８号道路改良工事では、佐本橋の架替えに伴う交通規制により、地元の皆様をはじめ道路
を利用される方々に大変なご不便とご迷惑をおかけしております。
　現在、橋脚および橋台を造る工事を行っています。平成２１年度には、上部工の架設および橋梁前
後の道路整備を行い、平成２２年３月末の完成を目指しています。
　今回の工事では川の中に構造物を造るため、梅雨や台風の期間（６月〜１０月）は作業を休止し、
急激な増水による河川の氾濫や事故等が起きないように工事を進めています。
　皆様にはご迷惑をおかけ致しますが、一日も早く完成するよう努力して参りますので、ご理解とご
協力の程よろしくお願い致します。

【交通規制箇所図】　　　　　　　　　　　　　　　　【工事施工状況】

（平成 21 年 1 月 6 日撮影）

問い合わせ先：熊本県球磨地域振興局土木部工務課　TEL(0966)22-5552（直通）

「一定面積以上の土地取引には
届出が必要です」

○届出の必要な土地取引
本村の場合、１０，０００㎡以上の土地に

ついて、売買・交換・地上権の設定・譲渡等
の契約を締結したときは、届出が必要です。

○届出の手続き
　土地の権利取得者（買主）は、契約（予

約を含む）締結日を含めて２週間以内に、土
地の所在する市町村の国土利用法担当課窓口
（本村の場合は役場企画観光課）へ届け出て
下さい。

◇お問い合わせ先
　・水上村役場企画観光課
　　　　電話　０９６６－４４－０３１２
　・熊本県地域政策課土地利用対策班
　　　　電話　０９６－３３３－２１７０

　下記の住宅について、募集しております。
　入居を希望される方は、役場建設課までお問い
合せ下さい。

　募集住宅　　公営住宅石原団地７号
　住　　所　　水上村大字岩野2664(宮田地区)
　構 造 等　　木造平屋建 80.1㎡(24.3坪) 
　　　　　　　和室（2）･洋室（2）･台所･風呂･便所
　家　　賃　　21,600円〜35,800円程度
　申込〆切　　平成２１年２月２０日（金）
　お問い合せ　水上村役場
　　　　　　　建設課　住宅係　湯谷
　　　　　　　電話０９６６−４４−０３１５

公営住宅の
入居者募集について
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人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

の
平
成
二
十
一
・
二
十
二

年
度
指
名
願
の
受
付
に
つ

い
て

　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
で
は
、

①
建
設
工
事
、
②
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
及
び
③
物
品
調
達
に

つ
い
て
、
平
成
二
十
一
・
二
十
二
年

度
の
指
名
願
の
定
期
受
付
を
左
記
の

期
間
に
行
い
ま
す
。

○
受
付
期
間　

平
成
二
十
一
年
二

月
一
日
〜
平
成
二
十
一
年
二
月

二
十
八
日

※
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
午
後

十
二
時
〜
一
時
は
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
、
平
成
二
十
一
年

二
月
二
十
八
日
（
土
）
ま
で
の
消

印
有
効

　

詳
細
・
様
式
等
に
つ
い
て
は
、
人

吉
球
磨
行
政
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。
ま
た
、
問
い
合
わ
せ

は
、
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合 

総

務
課 

管
理
係
ま
で
。

Q
〇
九
六
六
ー
二
三
ー
三
〇
八
〇

S
〇
九
六
六
ー
二
二
ー
七
二
五
五

E-m
ail　

in
fo@

union.hitoyoshikum
a.

lg.jp
HP

　

http://w
w

w
.hitoyoshikum

a.
com

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
二
十
一
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
加
入
受
付
が
三
月
か
ら
開

始
！

　

万
一
の
ケ
ガ
に
備
え
て
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

　

団
体
活
動
を
行
う
五
名
以
上
の

方
々
で
御
加
入
で
き
ま
す
。

　

団
体
で
活
動
中
お
よ
び
団
体
活
動

へ
の
往
復
中
の
事
故
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

保
険
の
内
容
は
傷
害
保
険
・
賠
償

責
任
保
険
・
共
済
見
舞
金
が
あ
り
ま

す
。

　

掛
金
は
子
供
が
六
百
円
か
ら
、
大

人
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ
て

金
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
、
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

<

問
合
せ
先>

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

熊
本
県
支
部

　

Q
〇
九
六
（
二
一
三
）
九
〇
一
五

親
と
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ「
『
核
心
的
自
尊
心
』
を
知

ろ
う
　
～
子
ど
も
と
も
大
切

な
人
と
し
て
つ
な
が
り
合
う

た
め
に
～
」
の
開
催
に
つ
い

て
　

熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
で
は
、

お
と
な
と
子
ど
も
が
自
分
自
身
や
相

手
の
こ
と
を
見
つ
め
直
し
、
良
好
な

親
子
関
係
、
人
間
関
係
を
築
く
き
っ

か
け
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
下
記

の
と
お
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
親
子
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
下
さ

い
。

日
時　

平
成
二
十
一
年
二
月
七
日

（
土
）
午
後
二
時
〜
午
後
三
時
半

場
所　

人
吉
市
東
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

内
容　

お
と
な
は
講
話
、
子
ど
も
は

工
作
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

よ
っ
て
、「
核
心
的
自
尊
心
」
に

つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
込
み　

お
住
ま
い
の
市
町
村
福
祉

担
当
課
ま
た
は
下
記
申
込
先
に
お

電
話
下
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
福
祉
課

　

黒
川

　

Q
〇
九
六
六
ー
二
二
ー
一
〇
四
〇

第
７
回
人
吉
球
磨
男
女
共

同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
ワ
ー
ク･
ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン

ス
～
人
吉
球
磨
の
男
女
共
同

参
画
～
」
の
開
催
に
つ
い
て

 　

ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
ら
の
意
志

に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
を
確

保
す
る
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
経
済
活

性
化
と
地
域
振
興
を
図
る
う
え
で
必

相続登記に関する無料相談所の開設について
　土地や建物の相続については、その登記をしないまま放置しておきますと、相続関係者が増えるなど
権利関係が複雑になり、後日さまざまなトラブルが発生することが多くなります。
　司法書士会では、２月を「相続登記はおすみですか月間」とし、無料相談に応じていますので、この
機会にご相談ください。
　相談はすべて無料で、秘密は堅く守ります。
（１）上球磨会場
　　　日時　平成21年２月８日（日）午前10時〜午後３時
　　　場所　球磨郡多良木町大字多良木1586番地
　　　　　　多良木町多目的研修センター　１階中会議室（電話42-6111）
（２）人吉会場
　　　日時　平成21年２月21日（土）午前10時〜午後３時
　　　場所　人吉市九日町87番地　イスミ本店　３階（電話22-4316）
（３）相談内容　相続登記、その他登記全般
不明な点がございましたら、下記にご連絡下さい。
　人吉市灰久保町５番地３
　　司法書士　西秀夫（電話24-7588）　水上村役場　総務課（０９６６−４４−０３１１）
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要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
人
吉
球
磨

地
域
の
行
政
と
民
間
で
構
成
し
て
い

る
当
協
議
会
で
は
、
上
記
の
よ
う
な

観
点
か
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
度
、
近
年
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ

ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
男

女
共
同
参
画
型
の
職
場
づ
く
り
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

下
記
の
と
お
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
二
十
一
年
二
月
八
日

（
日
）　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

場
所　

球
磨
地
域
振
興
局
大
会
議
室

（
住
所
：
人
吉
市
西
間
下
町
八
六

ー
一
）

主
催　

男
女
共
同
参
画
球
磨
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
、
人
吉
球
磨

地
域
の
各
市
町
村

後
援　

球
磨
郡
町
村
会
、
球
磨
郡
町

村
議
長
会
、
熊
本
地
方
法
務
局
人

吉
支
局
、球
磨
教
育
事
務
所
、（
株
）

人
吉
新
聞
社
、
熊
本
県
球
磨
地
域

振
興
局

内
容　

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン

ス
に
関
す
る
講
演
及
び
質
疑
応
答

講
演　
「
男
女
格
差
の
な
い
職
場
づ

く
り
」

講
師　

株
式
会
社　

有ゆ
う
え
ん縁　

代
表
取

締
役　

米よ
ね
む
ら村

佳け
い

子こ

氏

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

平
成

二
十
一
年
度
入
学
生
・
受

講
者
募
集
中

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制

高
等
学
校
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信
講

座
の
学
生
・
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
・

願
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容

高
等
学
校　

普
通
科
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

放
送
を
利
用
し
て
三
年
で
高
校
卒

業
資
格
取
得
）

生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味
か
ら

資
格
ま
で
全
二
百
コ
ー
ス
以
上
）

■
募
集
期
間

高
等
学
校　

普
通
科　

二
〇
〇
九

年
二
月
一
日
〜
四
月
二
十
日

生
涯
学
習
通
信
講
座　

通
年
申
込

受
付

■
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

Q
〇
四
二
ー
五
七
二
ー
三
一
五
一

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

〇
一
二
〇
ー
〇
六
ー
八
八
八
一

熊
本
県
最
低
賃
金
及
び
熊

本
県
産
業
別
最
低
賃
金
の

改
正
に
つ
い
て

　

最
低
賃
金
に
は
、
県
内
の
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
熊
本
県
最
低

賃
金
と
、
特
定
の
産
業
に
従
事
す
る

基
幹
的
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
産
業

別
最
低
賃
金
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

平成 21 年度
前期技能検定のお知らせ

　技能検定は、働く方々の有する技能を一定の基準で
検定し、国として証明する技能の国家検定制度で、技
能に対する社会一般の評価を高め、働く人々の技能と
地位の向上を図ることを目的として職業能力開発促進
法に基づき実施しており、確かな技能の証として各職
場において高く評価されています。
　平成 21 年度前期の技能検定は、下記のとおり実施
を予定しています。

【平成 21 年度　前期技能検定実施日程】
受験申請受付 平成21年４月２日㈭～平成21年４月15日㈬

実技試験 平成21年６月８日㈪～平成21年９月13日㈰

学科試験

平成21年７月26日㈰ ※金属処理を除く３級職種のみ
 ８月23日㈰
 ８月30日㈰
 ９月６日㈰

合格発表 平成21年10月２日㈮
　　※8月28日㈮金属処理を除く３級職種のみ

※ 実施予定職種等の詳細はお問い合わせください。

（お問い合わせ・資料請求先）
　熊本県職業能力開発協会　技能検定課
　〒 862-0950　熊本市水前寺６丁目５番 19 号
　　　　　　　ＴＥＬ（096）384-1711
　　　　　　　ＦＡＸ（096）384-2676

　

こ
れ
ら
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
・

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
ア
ル
バ
イ

ト
等
を
含
む
全
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

派
遣
先
の
事
業
場
に
適
用
さ
れ
て
い

る
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

熊
本
県
最
低
賃
金
は
平
成
二
十
年

十
月
十
七
日
か
ら
改
正
さ
れ
、
現
在

時
間
額
が
六
百
二
十
八
円
で
す
。

　

ま
た
、
産
業
別
最
低
賃
金
は
平
成

二
十
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
次
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金
は
、
時

間
額
が
六
百
九
十
三
円
、
②
自
動
車
・

同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶
製
造
・
修

理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業
最
低
賃
金

は
、
時
間
額
が
七
百
四
十
三
円
、
③

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
最
低
賃
金

は
、
時
間
額
が
六
百
九
十
三
円
で
す
。

　

な
お
、
紡
績
業
、
ね
ん
糸
製
造
業
、

織
物
業
、
靴
下
製
造
業
最
低
賃
金
は
、

引
き
続
き
、
日
額
が
五
千
百
七
十
六

円
、
時
間
額
が
六
百
四
十
七
円
で
す
。

　

産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て

い
る
産
業
で
も
、
十
八
歳
未
満
又
は

六
十
五
歳
以
上
の
方
、
清
掃
又
は
片

付
け
の
業
務
に
主
と
し
て
従
事
す
る

方
等
に
は
、
熊
本
県
最
低
賃
金
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に

は
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
手
当
、

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
、
及
び
賞
与
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
こ
と
は
熊
本

労
働
局
賃
金
室
（
電
話
〇
九
六
ー

三
五
五
ー
三
二
〇
二
）
又
は
お
近
く

の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

（
本
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
　
最
低
賃
金
！

　
使
用
者
も
　
労
働
者
も
」
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よろしくね！

永石　緑
り

暖
のん

ちゃん（女）
（平成 20年 11月 15日生まれ）

水上村大字岩野
父：龍光さん　母：瑞穂さん
　暖かい笑顔でまわりを元気づけ
てくれる人になってね♡

　

十
一
月
三
十
日（
日
）、岩
野
公
民
館
に
お
い
て
、

「
第
七
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、シ
ョ
ー
の
益
金
か
ら
五
万
円
を
水
上

村
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
は
、水
上
村
の
カ
ラ

オ
ケ
愛
好
者
で
つ
く
る「
万
江
み
ど
り
カ
ラ
オ
ケ
教

室
」の
方
々
が
実
行
委
員
を
務
め
今
回
で
七
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、村
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、

自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
た
り
万
江
み
ど
り
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
日
に
成
尾
村
長
を
訪
問
さ
れ
た
万
江

み
ど
り
さ
ん
と
岩
野
一
二
実
行
委
員
会
長
、椎
葉
泰

壯
副
会
長
か
ら

「
福
祉
に
役
立
て

て
下
さ
い
」と
寄

付
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た

寄
付
金
は
、本
村

の
福
祉
に
使
わ

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
一
月
十
五
日（
木
）、水
上
中
学
校

校
長
室
で
、昭
和
五
十
二
年
度
卒
業
生
か
ら
同
窓
会

益
金
の
一
部
が
水
上
中
学
校
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、昨
年
八
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
同
窓

会（
卒
業
生
六
十
七
人
、当
日
参
加
二
十
九
人
）の
益

金
を
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
、同
窓
会
当
日
は
、も
と

ゆ
の
森
で
の
記
念
植
樹
や
、恩
師
を
囲
ん
で
の
懇
親

会
と
久
し
ぶ
り
の
顔
に
終
日
楽
し
ま
れ
た
そ
う
で

す
。

　

今
回
寄
附
を
頂
い
た
小
林
校
長
先
生
は
、「
図
書

館
の
充
実
に
役
立
て
ま
す
」と
感
謝
の
意
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
二
年
度
同
窓
生
の
皆
様
、心
温
ま
る
母

校
へ
の
寄
附
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

万
江
み
ど
り
カ
ラ
オ
ケ
教
室

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
開
催

水
上
中
学
校
卒
業
　
三
十
周
年
同
窓
生
よ
り
寄
附
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資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：2日・9日・16日・23日

2月のごみ収集・・・もったいないの心がつくる　３R（リデュース・リユース・リサイクル）推進

2

 日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6 7
 8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 27 28

24 31

24 31

23 30

  5日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

12日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

19日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

26日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

今月のごみ事情今月のごみ事情今月のごみ事情・・２月３日は、節分です。「ごみは、お庭の内、福は家」正月もあっという間に通り過ぎ、もう立春を迎えます。
正月はいかがでしたでしょうか。家にいる時間が長く、ふだんは気づかない家の一面に気づかれた

方も多かったと思います。その中でご主人様、お父様方、我が家から出るごみの多さにびっくりされた方もおられると思います。
　ご主人様、お父様方、今年は、春の訪れにあわせちょっと意識替えをしてみませんか！今までは奥様の仕事、家事の分野に入っていたごみ
処理の仕事をご主人様方にもぜひお手伝いをしていただきたいと思います。
　ごみの分別、生ごみの処理、収集所、リサイクルセンターまでの搬出と、奥様方にかかるごみの重圧は、結構重いのです。
　ご主人様方のごみ戦線への参入で、生ごみをリサイクルし堆肥化する取り組みが出来たり、粗大ごみの再利用が出来たり、ご主人様のアイ
デアはまだまだ棄てた物じゃないと、奥様方の粗大ごみに対する考え方も大きく変わるかも知れません。

　もっともっと進めましょう。分別の徹底と減量化に皆様のご協力をお願いします。

①リデュース：ゴミになる物を買わない
②リユース：使える物は繰返し使う
③リサイクル :資源として再利用する

家庭でできる温暖化対策

クリーンプラザからのお願い
　スプレー缶の爆発事故がごみ処理中にありました。カセットコンロのボンベ
やスプレー缶等は、使いきった後、穴を開けて「燃えないごみ」として出すよう
特に注意をお願いします。ガス抜きの穴あけを忘れず、燃えないごみに出す。

地球温暖化が深刻化しています。ライフスタイルを見直し日頃から省エネを。

●今月の人口●
　男　………1,222 人
　女　………1,371 人
　計　………2,593 人
戸　数………  931 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 20 年 12 月末現在

２月 １日㈰　岩野分館対抗駅伝大会

２月 ５日㈭　林業者大会（岩野公民館）

※予定ですので、変更になることがあります。

２月の行事予定

管内の交通情勢について　多良木警察署
１　交通事故の発生状況
　⑴県内

　⑵管内

　⑶町村別（平成 20 年）

平成 18 年 平成 19 年 増減数 平成 19 年 平成 20 年 増減数 増減率
人身事故 13,060 12,091 -969 12,091 11,522 -569 -4.7％
死者数 107 103 -4 103 98 -5 -4.9％
傷者数 16,836 15,524 -1,312 15,524 14,663 -861 -5.5％

平成 18 年 平成 19 年 増減数 平成 19 年 平成 20 年 増減数 増減率
人身事故 61 59 -2 59 76 +17 +28.8％
死者数 2 2 ±0 2 3 +1 +50.0％
傷者数 79 69 -10 69 100 +31 +44.9％

あさぎり町 多良木町 湯前町 水上村 計
人身事故 46（+22） 20（-3） 5（-4） 5（+2） 76
死者数 2（+ ２） 0（-1） 0（-1） 1（+1） 3
傷者数 63（+32） 27（+1） 6（-2） 4（±0） 100

※（  ）内は対前年同期比
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祝！成人

37名が大人の仲間入り

蝋
梅（
蝋
梅〈
ろ
う
ば
い
〉科
）

　

原
産
地
は
中
国
で
、高
さ
は
二
〜
四
ｍ
。開
花
時
期
は
十
二
月
十
五
下
旬
〜
翌
三
月
中
旬
で
す
。

　
「〝
蝋
細
工
〞の
よ
う
な
、梅
に
似
た
花
」か
ら「
蝋
梅
」の
名
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、ま
た
、臘
月（
ろ
う
げ
つ
：
陰
暦
の
十
二
月
）に
梅
に
似
た
花
を
咲
か
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、と
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。（「
臘
梅
」と
も
書
き
ま
す
。）

花
言
葉
：「
先
導
」「
先
見
」「
慈
愛
」「
優
し
い
心
」

　農協の米倉庫として利用されてきた「石倉」。
　改築を終えて、やがて２年が過ぎます。
　これからも交流の場として、皆さん是非ご利用下さい。
　ご利用を希望される方は、水上村役場企画観光課にお問い合わせ頂き、空き状況
を確認の上、利用申請書を提出下さい。（申請書は企画観光課に備え付けておりま
す。）※使用料など詳しいことは、下記までご連絡下さい。

お問い合わせ先：水上村役場　企画観光課（電話：０９６６－４４－０３１２）

石倉を利用しませんか。

山の幸館


